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み
込
む
か
、「m

s
.u
ta
s
h
in
a
i

-c
ity
＠
v
-v
n

e
t.jp

」
へ
何
も

入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル
を
送
信
し

ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、

内
容
に
従
っ
て
登
録
手
続
き
を

行
い
ま
す
。
終
了
後
登
録
完
了

の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
で
登
録

の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
登

録
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
、
メ

ー
ル
が
届
か
な
い
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
来
庁
時
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

▼
配
信
中
の
情
報

・
防
災
情
報

・
イ
ベ
ン
ト
情
報
（
市
内
行
事
な

ど
）

・
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ
な
ど
）

■
有
線
放
送
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）

　
災
害
、
気
象
、
火
災
等
の
重
要

な
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
で

き
る
だ
け
早
く
、
正
確
に
伝
達
す

る
た
め
に
、
情
報
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
有
線
放
送
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
家
の
中
に
い
る
と
き

や
、
雨
音
な
ど
に
よ
り
内
容
が
聞

　
市
で
は
、
大
規
模
地
震
や
武
力

攻
撃
と
い
っ
た
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
と
き
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す

る
た
め
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
時
　
　
月
４
日
（
水
）　

１２

１１

時
ご
ろ

▼
消
防
の
放
送
　
市
内
各
所
の
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
次
の
内
容
を
放

送
し
ま
す
。

▽
放
送
内
容
　
「
こ
ち
ら
は
歌
志

内
市
役
所
で
す
。
こ
れ
は
、
試

験
放
送
で
す
。
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
試
験
放
送
で
す
。
」

〈
繰
り
返
し
〉

▼
登
録
制
メ
ー
ル
　
「
防
災
情
報
」

の
配
信
登
録
者
に
訓
練
メ
ー
ル

を
配
信
し
ま
す
。

▽
メ
ー
ル
配
信
文
　
「
こ
れ
は
、
J

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

※
　
月
３
日
に
、
訓
練
周
知
の
メ

１２ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～
３
２

１
２
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
登
録
制
メ
ー
ル

　
災
害
の
発
生
や
避
難
所
開
設
情

報
、
他
に
も
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
災
害
時
に
は
次
の
よ
う
な
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

▽
道
路
通
行
止
め
に
つ
い
て
情
報

提
供
い
た
し
ま
す
。

・
路
線
名
　
○
○
線

・
通
行
止
め
区
間
　
○
○
地
先
～

　
〇
〇
地
先

・
規
制
理
由
　
大
雨
に
よ
る
土
砂

　
崩
れ
の
恐
れ

・
規
制
日
時
　
令
和
○
年
○
月
○

　
日
○
時
○
分
か
ら

・
規
制
解
除
日
時
　
令
和
○
年
○

　
月
○
日
○
時
○
分

▽
避
難
所
開
設
に
つ
い
て

・
○
月
○
日
○
時
○
分
か
ら
地
震

に
よ
る
停
電
等
に
伴
う
自
主
避

難
所
と
し
て
、
○
○
町
内
会
館

を
開
設
し
ま
し
た
。

・
発
令
内
容
　
自
主
避
難

・
地
区
　
○
○
地
区

・
避
難
所
開
設
　
○
○
町
内
会
館

・
理
由
　
地
震
に
よ
る
停
電
等
に

　
伴
う
自
主
避
難
所
開
設

▽
歌
志
内
市
　
警
戒
レ
ベ
ル
４

（
避
難
勧
告
）
○
月
○
日
○
時

○
分

・
地
区
　
○
○
地
区

・
避
難
所
　
○
○
町
内
会
館

・
理
由
　
土
砂
災
害
発
生
の
お
そ

れ
・
備
考
　
当
該
地
区
の
急
傾
斜
地
、

 崖
 地
、
沢
地
な
ど
に
滞
在
の
方

が
けは

、
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
登
録
方
法

①
携
帯
電
話
で
Q
R
コ
ー
ド
を
読

き
取
り
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
場
合
に
、
放
送
し

た
内
容
を
電
話
で
聞
く
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
（
音
声
応
答
装

置
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
有
線
放
送
の
内
容
が
聞
こ
え
な

い
と
き
は
、
次
の
専
用
番
号
に
電

話
を
か
け
る
と
有
線
放
送
で
放
送

し
た
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

▼
専
用
番
号
　
（
緯
４
２
～
５
５

７
７
）

■
テ
レ
ビ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
デ
ー

タ
放
送
）

　
テ
レ
ビ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
３
チ
ャ
ン

ネ
ル
）
を
選
択
後
「
ｄ
」
ボ
タ
ン

の
デ
ー
タ
放
送
メ
ニ
ュ
ー
の
防
災

情
報
か
ら
、
最
新
の
気
象
情
報
や

避
難
情
報
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
市
や
気
象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
、
最
新
の
防
災
情
報
を
確

認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
３
階
緯
４
２
～
３
２

１
２
）

　
災
害
時
、
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
は
事
前
の
情
報
収
集
が
重
要

で
す
。
適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
複
数
の
手
段
で
正
確
な
防

災
情
報
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害
にににににににににににににににに
備備備備備備備備備備備備備備備備
ええええええええええええええええ

災
害
に
備
え
ててててててててててててててててて

正正正正正正正正正正正正正正正正
確確確確確確確確確確確確確確確確
なななななななななななななななな
情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報
収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集

　
　
正
確
な
情
報
収
集
ををををををををををををををををを

J
ア
ラ
ー
ト

　
全
国
一
斉
試
験
放
送

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
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▼募集職種及び採用予定数　一般職　若干名

▼受験資格　　　　　　　　平成２年４月２日以降生まれで、学校教育法に基づく高等学校以上を卒

　　　　　　　　　　　　業または令和２年３月卒業見込みの方

▼受験できない方　　　　　①日本国籍を有しない方

　　　　　　　　　　　　　②地方公務員法第16条の欠格条項に該当する方

　　　　　　　　　　　　　・禁固刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を

　　　　　　　　　　　　　　受けることがなくなるまでの方

　　　　　　　　　　　　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立し

　　　　　　　　　　　　　　た政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、

　　　　　　　　　　　　　またはこれに加入した方

▼試験　　　【第一次試験】　日　　程：１１月2４日（日）

　　　　　　　　　　　　　試験内容：教養試験、事務適性検査、性格診断検査、職場適応性検査、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小論文

　　　　　　　　　　　　　結果通知：1２月上旬（予定）

　　　　　　【第二次試験】　日　　程：1２月中旬（予定）

　　　　　　　　　　　　　試験内容：面接

　　　　　　　　　　　　　結果通知：1２月下旬（予定）

▼提出書類　　　　　　　　①市が交付する受験申込書、履歴書及びエントリーシート

              　　　　　　　　　　（市ホームページからダウンロードできます）

　　　　　　　　　　　　　②成績証明書（最終学歴のもの）

　　　　　　　　　　　　　③卒業（見込）証明書（最終学歴のもの）

　　　　　　　　　　　　　④資格免許証の写し

　　　　　　　　　　　　　⑤郵便はがき１枚（受験者の住所、氏名を記載したもの）

▼募集期間　　　　　　　　１１月１３日（水）必着

　　　　　　　　　　　　　※受付は、土･日曜日、祝祭日を除く８時30分から17時15分まで

▼採用条件　　　　　　　　採用後、市内に居住できる方

▼その他　　　　　　　　　一般職（身体に障がいのある方）、保健師についても随時募集を行っています。

　　　　　　　　　　　　　くわしくは市ホームページをご確認ください。

▼応募・問い合わせ　　　　庶務グループ（市役所３階 緯４２～３２１２）

令和２年度採用 市職員を募集します

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
総
合

的
な
子
育
て
対
策
の
充
実

と
特
色
あ
る
教
育
環
境
の

整
備
②
地
域
資
源
掘
り
起

こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
埋

も
れ
た
資
源
の
掘
り
起
こ

し
に
よ
る
特
産
品
等
の
開

発
と
効
果
的
な
情
報
発
信

③
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
…
高
齢
者
に
と

っ
て
便
利
な
環
境
づ
く
り

④
ま
ち
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
市
民
の

　
７
月
に
発
足
し
た
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
（
 澤
 

さ
わ

 田
 
だ

 季
 

す
え

 孝
 委
員
長
）

た
か

は
、
北
星
学
園
大
学
の
 大
 

お
お

 原
 教
授

は
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
４
回

の
会
議
を
開
催
し
、
議
論
し
た
内

容
を
ま
と
め
た
提
言
書
を
９
月
　２７

日
、
村
上
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
内
容
は
、
小
さ
い
ま

ち
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と
す
る
特
色

あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
だ

れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実

現
を
願
い
、
①
子
育
て
タ
ウ
ン
実

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
策
定
に
向
け
 

提
言
書
提
出

意
識
を
変
え
利
便
性
の
高
い
更
な

る
集
約
を
目
指
す
、
の
４
つ
の
取

り
組
み
を
提
言
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　
澤
田
委
員
長
は
、「
行
政
だ
け
に

頼
ら
な
い
で
、
若
い
人
た
ち
が
な

じ
め
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
地

域
の
住
民
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
村
上
市
長
は
、「
こ
の
提
言
書
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
趣
旨
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
理
解
し
実
現
に
向
け
、
庁

内
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
し
た

い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
消
防
本
部
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

　
１
１
９
番
の
日
は
、
国
民
の
消

防
全
般
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
、
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
１
９
８
７
年
の
自
治
体
消
防

発
足
　
周
年
を
機
に
消
防
庁
に
よ

４０

っ
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
正
し
い
１
１
９
番
通

報
が
で
き
ま
す
か
?

　
正
し
い
通
報
が
迅
速
、
的
確
な

消
防
・
救
急
活
動
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。

■
１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を

次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

▽
火
事
か
救
急
か
を
は
っ
き
り
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

▽
住
所
は
く
わ
し
く
伝
え
て
く
だ

さ
い
（
近
く
の
目
印
に
な
る
建

物
な
ど
）
。

▽
火
事
や
事
故
な
ど
の
状
況
を
で

き
る
限
り
正
確
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。（
例
＝
火
事
の
と
き
は
何

が
燃
え
て
い
る
か
、
救
急
の
と

き
は
急
病
か
け
が
か
な
ど
）

▽
通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報

す
る
と
き
は
電
波
障
害
や
地
理

的
状
況
な
ど
に
よ
り
他
の
市
町

村
の
消
防
署
に
つ
な
が
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

つ
な
が
っ
た
先
の
消
防
署
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
Ｑ
＆
Ａ

質
問
　
間
違
え
て
１
１
９
番
に
か

け
て
し
ま
っ
た
。

答
え
　
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
必

ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
無
言
で

電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
と
、
あ

な
た
の
安
否
確
認
が
で
き
る
ま

で
関
係
機
関
と
連
携
し
、
発
信

者
の
特
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

質
問
　
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い

で
来
て
ほ
し
い
。

答
え
　
救
急
車
や
消
防
車
は
緊
急

時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
出
動
時
の
サ
イ
レ
ン
を

　
月
９
日
は

１１　
 「
１
１
９
番
の
日
」

暖
房
器
具
に
よ
る

　
　
　
火
災
に
注
意
！

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
冬
に
な
る
と
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た

つ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会

が
増
加
し
ま
す
。
使
用
方
法
を
間

違
え
る
と
火
災
に
つ
な
が
る
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
使
用
方
法
を
守

り
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

▽
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近

く
で
使
用
し
な
い
。
ス
ト
ー
ブ

の
上
で
洗
濯
物
を
乾
燥
さ
せ
る

と
落
下
し
た
際
、
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。

▽
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
な
ど
を
ス
ト
ー

ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
近
く

に
置
か
な
い
。
缶
が
破
裂
し
、

や
け
ど
や
け
が
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
絶
対
に
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は

火
を
消
し
て
か
ら
火
気
の
な
い

と
こ
ろ
で
行
う
。
火
を
つ
け
た

ま
ま
や
火
気
の
そ
ば
で
の
給
油

は
危
険
で
す
の
で
し
な
い
で
く

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

〈
警
防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
〉

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を

移
動
す
る
際
も
必
ず
火
を
消
し

て
か
ら
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
器
具
を

使
用
す
る
際
は
定
期
的
に
換
気

を
行
う
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ

ス
器
具
な
ど
使
用
し
て
い
る
と

き
は
、
換
気
を
行
わ
な
い
と
不

完
全
燃
焼
に
よ
り
一
酸
化
炭
素

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
を
少
量
吸
っ
た
だ

け
で
中
毒
に
な
り
、
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期

的
に
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
〉

問①～③の答えを３つの中から選んでください。

問① 今年の秋からの防火標語です。〇に当ては

　　  まる言葉は？

       『○○○○○　いいね！で確認　火の用心』

　　　ア：忘れてない　イ：気をつけよう

　　　ウ：ひとつずつ

問② 住宅用火災警報器（電池式）は何年を目安

　　  に交換？

　　　ア：３年　イ：１０年　ウ：３０年

問③ 歌志内市消防本部には救急車が何台ある？

　　　ア：１台　イ：２台　ウ：３台

消防クイズに挑戦消防クイズに挑戦！！

　正解者の中から抽選で１０名様に歌志内市消

防本部の「消防カード」と「粗品」をプレゼ

ントします。

　また、当選者の発表はプレゼントの発送を

もってかえさせていただきます。　

　クイズの答えは、１２月号に掲載します。▲

応募資格・方法

　市内居住者限定。はがきに答え・住所・氏名・

　年齢・電話番号を明記し、郵送願います。▲

宛先

　〒０７３－０４０３

　歌志内市字本町１０２７番地５５

　歌志内市消防本部予防･保安グループ宛　▲

締め切り

　１１月３０日（土）
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  安
 

や
す

 田
 　
だ

 清
 

き
よ
し 
さ
　

ん

 に
端
宝
単
光
章

  加
 
か

 藤
 

と
う

 正
 

ま
さ

 志
 　
し

 に
端
宝
双
光
章

 
さ
　

ん

　
令
和
元
年
春
の
叙
勲
が
５
月
下

旬
に
発
表
さ
れ
、
本
市
で
は
長
年

に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
従
事

さ
れ
た
加
藤
正
志
さ
ん
（
　
歳
・

８０

本
町
）
が
端
宝
双
光
章
を
、
安
田

清
さ
ん
（
　
歳
・
本
町
）
が
端
宝

７８

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
２
月

４９

の
消
防
団
入
団
以
来
、
平
成
　
年
３０

６
月
に
退
団
す
る
ま
で
　
年
以
上

４４

に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
平
成
　
年
か
ら
退
団
す
る

２５

ま
で
は
消
防
団
副
団
長
を
歴
任
し
、

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
安
田
さ
ん
は
、
昭
和
　４５

年
４
月
の
消
防
団
入
団
以
来
、
平

成
　
年
６
月
に
退
団
す
る
ま
で
　

３０

４８

年
以
上
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
平
成
　
年
か
ら
退

２２

団
す
る
ま
で
は
部
長
や
分
団
長
を

歴
任
し
、
団
員
の
育
成
な
ど
消
防

団
の
組
織
力
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
お
二
人
は
こ
の
間
、
豊
富
な
知

識
経
験
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、

消
防
団
の
発
展
に
努
め
ら
れ
、
有

事
の
際
に
は
的
確
な
判
断
で
指
導

に
当
た
り
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
な
ど
、
本
市
の
火
災
現
場
に

お
け
る
消
火
活
動
や
火
災
予
防
活

動
な
ど
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　
　
月
９
日
に
市
長
室
で
伝
達
式

１０
が
行
わ
れ
、
村
上
市
長
か
ら
加
藤

さ
ん
に
端
宝
双
光
章
が
、
安
田
さ

ん
に
端
宝
単
光
章
が
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
　
月
は
気
温
の
上
下
が
激
し
い

１０
時
期
に
な
り
、
観
測
史
上
初
の
夏

日
を
記
録
す
る
な
ど
、
汗
ば
む
よ

う
な
陽
気
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

朝
晩
は
暖
房
が
必
要
な
ほ
ど
冷
え

込
む
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
生
活
す
る
う
え
で
は
体
調
を

整
え
る
の
も
難
し
い
季
節
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
時
期
の
ぶ
ど
う
は
ゆ
っ
く

り
糖
度
が
上
が
っ
て
い
く
と
て
も

大
事
な
時
期
で
す
。
良
い
ワ
イ
ン

は
良
い
ぶ
ど
う
か
ら
。
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
単
純
に
美
味
し
い
ワ

イ
ン
は
、
健
全
な
ぶ
ど
う
か
ら
で

き
ま
す
。

　
収
穫
ま
で
の
最
終
段
階
は
、
雨

が
多
い
と
病
果
（
カ
ビ
な
ど
の
ぶ

ど
う
に
悪
さ
す
る
病
気
の
果
実
）

が
増
え
、
一
粒
一
粒
取
り
外
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病

果
が
増
え
る
か
ど
う
か
は
、
天
候

と
気
温
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
の
一
大
産
地
の
余
市
や
、

南
空
知
で
は
９
～
　
月
の
雨
の
多

１０

さ
で
病
果
が
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。

歌
志
内
の
畑
は
や
や
気
温
が
低
く
、

病
果
の
影
響
が
最
小
限
で
済
み
ま

し
た
。
最
小
限
と
い
え
ど
も
油
断

は
禁
物
で
、
何
度
も
全
て
の
ぶ
ど

う
の
房
を
見
回
り
、
一
粒
一
粒
病

果
を
見
つ
け
て
は
取
り
外
す
作
業

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
実
を
付
け
た
ぶ
ど
う
た
ち

は
と
て
も
良
い
状
態
で
徐
々
に
熟

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、　

月
　

１０

１４

日
の
朝
に
、
こ
の
時
期
と
し
て
は

比
較
的
強
い
霜
が
降
り
ま
し
た
。

霜
の
影
響
が
ど
こ
ま
で
出
る
の
か
、

こ
こ
か
ら
先
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
が
続
き
ま
す
。

　
全
て
は
で
き
る
限
り
よ
り
良
い

品
質
の
ぶ
ど
う
を
収
穫
す
る
た
め

に
、
し
っ
か
り
手
当
て
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
読
ま
れ

て
い
る
頃
に
は
初
収
穫
の
結
果
が

出
て
い
る
で
し
ょ
う
。

▲加藤正志さん

▲安田　清さん

成
人
式
の
ご
案

成
人
式
の
ご
案
内内

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
門
出
を
祝
う
べ
く
、
次

の
と
お
り
成
人
式
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
令
和
２
年
１
月
　
日
１２

（
日
）
午
後
１
時
　
分
（
受
付

２０

開
始
）

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
２
日

１１

～
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に

１２

生
ま
れ
た
方

※
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
や
、

市
内
に
住
民
登
録
の
な
い
方
も

出
席
で
き
ま
す
。
住
民
登
録
の

あ
る
方
に
は
　
月
上
旬
ま
で
に

１２

教
育
委
員
会
か
ら
案
内
状
を
発

送
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
方
は

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
教
育
委

員
会
　
緯
４
２
～
４
２
２
３
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

叙勲叙勲

〈
栽
培
技
術
員
　
遠
藤
〉

  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
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第３回定例会
９月２５日から会期３日間で開催

報
告
さ
れ
た
事
案

■
平
成
　
年
度
決
算
に
基
づ
く
歌

３０

志
内
市
健
全
化
判
断
比
率
に
つ

い
て

■
同
歌
志
内
市
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
比
率
に
つ
い
て
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
へ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
健
全
化
判
断
比
率
は
下
の
表
１

の
と
お
り
で
、
資
金
不
足
比
率
は

市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計
、
市

営
神
威
岳
観
光
特
別
会
計
及
び
病

院
事
業
会
計
と
も
資
金
不
足
額
が

な
い
こ
と
か
ら
算
出
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
（
経
営
健
全
化
基
準
　
・
２０

０
％
）
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

早 期
健全化基準

歌志内市区　　分

１５．００％赤字額なし実 質 赤 字 比 率

２０．００％赤字額なし連結実質赤字比率

２５．０0％１３．７％実質公債費比率

３５０．０％算定数値なし将 来 負 担 比 率

【表１】　健全化判断比率教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
本
年
３
月
　
日
に
退
任
し
た
 村
 

む
ら

３１

 上
  智
  子
 氏
に
代
わ
り

か
み
 と
も
 
こ

、
新
た
に
 佐
 
さ

 藤
  友
  美
 氏
を
　
月
１
日
か
ら
任
命

と
う
 と
も
 
み

１０

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。〈
任
期
４
年
間
〉

■
市
内
文
珠

 

佐
藤
友
美
氏
（
　
歳
）

４０

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

可
決
さ
れ
た
議
案

■
歌
志
内
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に

伴
い
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理

要
領
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
者

の
印
鑑
の
登
録
に
関
す
る
事
項
等

を
規
定
す
る
た
め
、
関
係
条
文
を

整
備
し
ま
し
た
。

■
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

災
害
援
護
資
金
に
係
る
償
還
金
の

支
払
猶
予
、
償
還
免
除
等
を
規
定

す
る
た
め
、
関
係
条
文
を
整
備
し

ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
及
び
歌
志
内
市
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
に
関
す

る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
条
文
を
整

備
し
ま
し
た
。

■
令
和
元
年
度
歌
志
内
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
２
，２
４
０
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
４０

８
，１
３
５
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
歳
　
出
】

▽
国
・
道
支
出
金
返
還
金
の
増

　
　
　
　
　
　
１
５
５
万
４
千
円

▽
障
害
者
自
立
支
援
対
策
推
進
事

業
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
７
千
円

９２

▽
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
事
業

の
増

　
　
　
　
　
　
５
２
４
万
１
千
円

▽
中
小
企
業
振
興
保
証
融
資
事
業

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

閉
会
中
の
審
査
と
し
て

付
託
さ
れ
た
議
案

■
平
成
　
年
度
歌
志
内
市
各
会
計

３０

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
■
同
歌
志
内
市
病
院
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
２
議
案
は
、
９
月
　
日
２５

に
設
置
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
 本
 

ほ
ん

 田
 
だ

 加
 
か

 津
 
つ

 子
 委
員
長
、
議

こ

長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員

で
構
成
）
に
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
て
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

可
決
さ
れ
た
意
見
書

■
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移

動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
　
　
　
〈
９
月
　
日
・
議
員
提
出
〉

２７

　
他
２
件
の
意
見
書
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
各
関
係
先
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

に
係
る
補
償
金
の
増

　
　
　
　
　
　
１
７
５
万
４
千
円

▽
住
宅
改
修
促
進
助
成
事
業
の
増

　
　
　
　
　
　
６
３
６
万
６
千
円

【
歳
　
入
】

▽
前
年
度
繰
越
金
の
増

　
　
　
　
　
　
　
１
，０
０
０
万
円

〈
佐
藤
友
美
委
員
の
略
歴
〉

平
成
　
年
　
旭
川
総
合
シ
ス
テ
ム

２４

　
㈲
勤
務

令
和
元
年
　
社
会
福
祉
法
人
赤
平

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
勤
務

▲ 佐 
さ

 藤 
とう

 友 
とも

 美 委員
み
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　今月は、『歯周病と糖尿病の関係』についてです。

　次回は、腎臓と尿の関係についてです。

〈問い合わせ〉保健介護グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

◆歯周病と糖尿病の悪循環を断ち切ろう！

◆歯周病は“口の中だけ”の病気？

◆歯周病と糖尿病の関係について

歯周病（悪化）

免疫低下などにより歯周病菌に感染しやすくなる

糖尿病（悪化）

インスリンの働きの低下 血糖値の上昇

　歯周病と糖尿病はお互いに悪影響を及ぼし合っており、糖

尿病の人は新規に歯周病になる割合が、糖尿病ではない人と

比較して２．６倍高くなっています。

　歯周病を治療すると血糖値が改善することがわかっており、

同じく血糖値が改善すれば、歯周病の改善も期待できます。

　歯周病も糖尿病も痛みを伴わないため、気づかないうちに

進行していることがありますので、定期的にお口と体の健診

を受けましょう。

　市では本年から健康診査で血糖が高い方（ヘモグロビンＡ

１ｃが６．５%以上）で、１年以内に歯科受診をしていない方を対

象に、無料で歯科健診が受けられる“成人の歯科健診”を実

施しています。

　また、市保健師や管理栄養士が生活習慣改善等のお手伝い

をするほか、ご希望される方には歯科衛生士がご相談に応じ

ますので、お気軽にご連絡ください。

　歯周病は、口の中の細菌によって歯ぐきに炎症が起こり、歯を支えている骨がとけてしまい、進行

すると歯が抜けてしまう病気です。

　歯周病の症状として、口臭が強くなったり、歯ぐきが 腫 れたり、歯が抜けてしまうことは知ってい
は

ても“口の中だけのこと”と軽く考えていませんか？

　歯周病では、歯ぐきの毛細血管が壊れて出血してしまいます。この壊れた毛細血管に、歯周病菌か

ら出される毒素が入り込み、全身を巡り、様々な病気に影響していることがわかってきました。今回

は歯周病と糖尿病の関係についてお知らせします。

　歯周病菌から出される毒素が、血糖値を下げるホルモン（インスリン）を効きにくくしてしまうこ

とで、糖尿病に悪影響を与えます。

　また、糖尿病により、血糖が高い状態が続くと免疫力が下がり、細菌に感染しやすくなったり、血

管が障害され、歯ぐきにじゅうぶんな栄養を届けることができなくなると歯周病にかかりやすくなり、

歯周病を悪化させてしまいます。

【歯周病の新規発症率】

出典：糖尿病患者に対する歯周病治療

　　　ガイドライン


